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2019 年注目の 

勤務間インターバル助成金 

 

 

◆勤務間インターバル導入コースが拡充 

 働き方改革法案の１つ、勤務間インターバ

ル制度努力義務化がスタートしました。それに

伴って 4 月より「時間外労働等改善助成金 勤

務間インターバル導入コース」の助成金額が

最大 100 万円に倍増しました。 

 

◆どんな助成金なのか 

 長時間労働を是正するため、勤務終了後 9

時間以上の休息時間を設ける「勤務間インタ

ーバル制度」を会社の規則にすることによって

働きやすい会社を作っていくことが目標の助

成金です。休息時間を作るには現状の働き方

を効率化して生産性を上げていく必要がある

でしょう。効率化を妨げている以下のような企

業の課題解決の費用に助成金が出ます。 

(1)人手に頼っている古い機械設備・システム

で、調子も良くなく効率が悪い。 

(2)働いている時間の記録をとっていない、ま

たは手書きをしていてはっきりとした労働時間

の把握ができていない。 

(3)業務上の無駄な作業があるようだが把握し

きれていない。労働時間への意識があまりな

い。 

 対策としては(1)であれば在庫管理負担軽減

のためのPOS、自動食器洗い乾燥機、携帯型

成分分析計、入出荷システム、ダンプカー追

加、業務システム、多機能美容機器、3DCAD

専用機など様々な業種、機器が対象で効率

化 UP を目指します。 

(2)であれば出退勤管理システム、打刻機器が対象で

正しい勤務時間の把握やメリハリのある働き方をサポ

ートします。 

(3)のような状態であればどんなにいいシステムや機

械を入れても、意識が変わらない限り社内改革は進

まないため、外部専門家による業務意識改善研修を

受けることができます。 

 

◆助成金の注目ポイント 

 この中で注目なのは(1)の課題解決の有効活用で

す。勤務間インターバル制度を採用することで今まで

高くて手が出なかった機械設備やシステムを会社負

担も減らしながら導入や更新ができます。例えば 11

時間のインターバル制度を採用して 100 万円のシス

テム導入であれば 3/4 の 75 万円が助成金で軽減さ

れます（助成上限は 100 万円）。働く環境がよくなれ

ば社員も喜ぶでしょうし、機械導入の負担も減らすの

で一挙両得といえるでしょう。今年度注目の助成金を

ぜひ活用してみてください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船場経済倶楽部 
(NPO 法人 SKC 企業振興連盟協議会) 

当団体は、異なる業種の経営者が相集い、 力を合わせ、自らの研鑚と親睦を通じて、

斬新な経営感覚と新たな販売促進を創造して、メンバー同士でより健全な事業所とその 

事業所のイメージアップを図り、地域社会に貢献できる事業所となることを目的とする。 

活動方針 人の輪・衆智・繁栄 

記事の内容に関するお問い合わせは事務局までご連絡ください。 

ウィークリーはメールでの配信も行っております。お手数ですが、「メール希望」・「配信停止希望」と件名にご入力の上、    
skc-soudan@skc.ne.jp まで空メールをご送信ください。また、FAX ご不要の際は、その旨をお電話にてお申しつけください。                

 


